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〔内外学会研究動向〕
International　symposium　on　volcanic　ash　soils　and
　　　　　field　workshop　in　the　Mt．　Fuji　area
竹　迫 紘
　2006年3月17日から19日にわたり，明治大学生田
校舎におけるシンポジウムおよび筑波大学山中共同研
修所（山梨県山中湖村，国立大学共同利用施設）にお
けるフィールドワークショップとして開催された，
「International　symposium　on　volcanic　ash　soils　and
field　workshop　in　the　Mt．　Fuji　area－genesis，　charac－
teristics，　utilization　of　their　distinctive　functions　and
new　topics－」のproceedingsを転載し，最近の火山灰
土壌に関する研究について報告したい。
　このシソポジウムおよびワークショップは，科学技
術研究所の農学部研究支援費（委員長　澁谷教授）に
よもので，17日のシソポジウムでは，登尾助教授の
司会のもと，東北大学　南條正巳教授，ニュージーラ
ンド，ワイカト大学（国際協定校），デイビッド　ロ
ウ博士，フィリピソ，土壌・水管理局，ロデリオカ
ラティソ主席研究員，国立台湾大学（国際協定校）陳
尊賢教授，農業環境技術研究所　大倉利明博士が招待
講演を行い，最後に主催者として竹迫が講演を行っ
た。東京，東京農工，東京工業，明治大学や農業関係
研究機関の院生・留学生，教員，研究者延べ85名の
参加があり，論議も活発で，参加者から有意義なシン
ポジウムであったとの評価を受けた。
　18日，19日はバスで生田から富士山へ向かい，相
模原，秦野，山中湖，箱根，藤沢の各地点で土壌断
面，火山灰の堆積状態を観察・論議を行った。また，
18日夜，山中共同研修所においてオブザーバー参加
のヴェトナム，カソトウ大学　ヴォー　クワソミン博
士の「メコソデルタの特殊土壌」に関する講演があり，
19日の美しい富士山の容姿をとともに印象深いワー
クショップとなった。20日は協力を得た日本ペドロ
ジー学会のシソポジウム（日本大学　藤沢校舎）に参
加し，21日に解散となったが，海外からの招待講演
者を含む多くの参加者から明治大学の学術交流・研究
支援に対する積極的な取り組みへの賛辞が寄せられた。
　シソポジウムにはこのproceedingのほかfield　trip
guide（44　p）とシンポジウム講演資料（42　p）が印刷・
発行された。紙面をかりてこのシソポジウム開催にご
協力いただいた方々に御礼申し上げます。
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